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編 修 趣 意 書
（教育基本法との対照表）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

26-7 中学校 音楽科 音楽（一般） 第 2・3 学年

発行者の
番号・略称

教科書の
記号・番号 教　科　書　名

17
教出

音楽 825
826 中学音楽　音楽のおくりもの

１．編修の趣意及び留意点
本教科書は，教育基本法に示された「教育の目標（教育基本法第二条の第１～第５号）」と，学習指導要

領に示された目標を，具体的な活動を通して達成することを目指しました。

１．編修の趣意及び留意点

本教科書の三つの柱

音楽に対する自己の価値
意識をもち，音や言葉で
表現することから，個人
の価値を尊重して創造性
を培う。

我が国の自然や四季の
美しさを表現する歌曲
を取り上げ，自然を大
切にし，環境の保全に
寄与する態度を養う。

我が国の音楽文化に一層
親しみ，他国の音楽文化
の多様性や固有性を理解
することから，我が国と
郷土を愛するとともに，
他国を尊重する態度を養
う。

表現したいイメージ
を伝え合うなどして
協同する喜びを体験
し，自他の敬愛と協
力を重んずる態度を
養う。
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☆表現活動

歌唱：
歌唱及び合唱の学習が段階的に深まるように教材を精選し，諸

外国の様々な音楽についても，具体的な学習活動とともに配置し
ました。歌唱共通教材からは「浜辺の歌」「花の街」「早春賦」「花」
「荒城の月」を掲載，作品に対する作者のメッセージなどを掲載し，
歌詞や楽曲の背景などにも触れられるようにしました。我が国の
伝統的な歌唱については民謡を扱い，声の出し方やのばし方など
の特徴を感じ取ることができるように
しました。

器楽：
和楽器として「箏」を扱い，第１学年で習得した知識・技能を

広げて活用できるように配慮しました。また，ソプラノ・リコー
ダーとアルト・リコーダーの学習は，歌唱教材と関連付けながら，
学校の実態に応じて取り扱える
ようにしました。

創作：
無理なく適切に学習活動が展開できることを重視し，歌唱・器

楽・鑑賞の音楽活動と関連付けて取り扱うことができるように設
定しました。構成を工夫して箏
で表現したり，CMソングをつ
くったり（p.40�2・3下）して，
創造性を培えるように配慮しました。

☆鑑賞活動

鑑賞：
我が国や郷土の伝統音楽を含む我が国及び諸外国の様々な音

楽について，音楽の特徴が捉えやすくねらいが具体的，かつ多
様な選択が可能になるように配慮しました。

p.26（2・3上）「小フーガ�ト短調（バッハ作曲）」と「2声のインヴェ
ンション�第１番（バッハ作曲）」，p.24（2・3下）「ボレロ　（ラヴェル
作曲）」と組曲「惑星」から�第１曲「火星（ホルスト作曲）」などのように，
聴き取るポイントを提示して聴き比べる活動を行う他，
生徒が個人の価値を尊重し，聴き取ったことや感じ取っ
たことを記録しながら，音楽の価値や意味などを考える
「伝えてみよう！」を設定しました。

作曲者と歴史（音楽史）の背景が簡潔にわかる「音楽史年表」は，鑑賞ページの右側小口に設置しました。

☆表現活動

☆鑑賞活動

作者が語った作品への思い➡
例；p.15（2・3下）「荒城の月」

〈Let＇s Try !〉 ➡  
例；p.44（2・3下）「ライオンは寝ている」

〈音のスケッチ〉➡　
例；p.50（2・3上）　
 「構成を工夫して箏で表現してみよう」

⬆〈聴き比べてみよう！〉
例； p.27（2・3下）組曲「惑星」

から 第１曲「火星」

〈伝えてみよう！〉
扌例；p.31（2・3上）
　　　「交響曲第5番 ハ短調」

〈音楽史年表〉
例；p.27（2・3上）「小フーガ ト短調」

➡

　　　「交響曲第5番 ハ短調」
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２．編修の基本方針
本教科書は，教育基本法第二条に示す教育の目標及び学習指導要領の目標を達成するために，構成・内容

と教材の選択について，以下のような方針で編修しました。

☆ 生徒が音楽表現の豊かさや美しさを感じ取る
ことができるように，幅広い知識と教養を身
に付けられる構成・内容としました。

☆ 生徒一人一人が個人の価値を尊重して，その
能力を伸ばし，創造性を培うように配慮しま
した。

構
成
・
内
容

☆ 表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，音楽活
動の基礎的な能力を伸ばすことができるよう
に，系統的な構成・内容としました。

☆ 様々な音楽活動を通して，音や音楽への興
味・関心を高められるように配慮しました。

☆ 歌い合わせ聴き深める活動を通して，自他の
敬愛と協力を重んずる態度を養えるものを精
選しました。

☆ 我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重
し，日本と他国の音楽文化の共通点や相違点
を探ることのできる教材と資料について考慮
しました。

教
材
の
選
択

☆ 教材は時代や曲種等に偏りなく，幅広いジャ
ンルの中から，親しみやすくかつ学習指導要
領の各指導事項に即したものを精選しまし
た。

☆ 我が国の自然や四季の美しさを感じ取れるも
の，その気持ちを促す資料について考慮しま
した。

３．対照表
図書の内容・構成と教育基本法第二条の第１号から第５号との対応を示します。

〈第１号〉��幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養い，豊かな情操と道徳心を培うとともに，健
やかな身体を養うこと。

〈第２号〉��個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，自主及び自律の精神を養うとともに，
職業及び生活との関連を重視し，勤労を重んずる態度を養うこと。

〈第３号〉��正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずるとともに，公共の精神に基づき，主体的に
社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養うこと。

〈第４号〉��生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養うこと。

〈第５号〉��伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重し，国
際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

With My Heart ○著名な音楽家からのメッセージなどを掲載し，生徒の豊かな
情操の育成に配慮しました。〈第１号〉

○巻頭口絵

２．編修の基本方針

３．対照表
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

音楽の要素を 
捉えながら

さまざまな音楽文化
― 日本と世界 ―

歌い合わせ 
聴き深める喜び

○音楽表現の豊かさや美しさを感じ取ったり，音楽のよさや美
しさを味わったりできるように配慮しました。〈第１号〉

○生徒一人一人がその能力を伸ばし，創造性を培うように配慮
しました。〈第２号〉

○歌い合わせる活動を通して，自他の敬愛と協力を重んずる点
を重視しました。〈第３号〉

○生命を尊ぶ内容が感じ取れる歌詞を重視しました。〈第４号〉
○写真や資料等を配し，我が国の自然や四季の美しさを大切に

する気持ちを育むように配慮しました。〈第４号〉

○我が国の自然や四季の美しさ，暮らしとの関わりを感じ取れ
る点を重視しました。〈第５号〉

○我が国の伝統音楽の特徴を感じ取れるものを重視しました。
〈第５号〉

○郷土の祭りや芸能などが，伝統的な歌唱という点を重視しま
した。〈第５号〉

○日本と他国の音楽文化の共通点や相違点を探る教材の充実を
図りました。〈第５号〉

○p.4 〜47（上）， 
p.4 〜39（下）

○p.4 〜47（上）， 
p.4 〜39（下）

○p.4 〜25（上）， 
p.4 〜23（下）

○p.4 〜5（上）
○p.12 〜19（上）， 

p.4 〜９及び 
p.14 〜15（下）

○p.12 〜19（上）， 
p.4 〜９及び 
p.14 〜15（下）

○p.33-①〜37（上），
p.33-①〜37（下）

○p.18 〜19（下）

○p.40 〜41（上），
p.32 〜32-②（下）

音のスケッチ ○音楽表現の豊かさや美しさを感じ取ったり，音楽のよさや美
しさを味わったりできるように配慮しました。〈第１号〉

○生徒一人一人がその能力を伸ばし，創造性を培うように配慮
しました。〈第２号〉

○和楽器の音色や響き，奏法や楽曲の特徴などを感じ取れるよ
うに配慮しました。〈第５号〉

○p.48 〜49及び 
p.50 〜51（上）， 
p.40 〜41及び 
p.46 〜47（下）

○p.48 〜49及び 
p.50 〜51（上）， 
p.40 〜41及び 
p.46 〜47（下）

○p.50 〜51（上）

Let’s Try ! ○郷土の祭りや芸能などが，協力して行われる行事である点を
重視しました。〈第３号〉

○我が国の伝統音楽の特徴を感じ取れるものを重視しました。
〈第５号〉

○p.54（上）

○p.38 〜39（上），
p.34 〜35（下）

どんな特徴が 
あるかな？

○音楽表現の豊かさや美しさを感じ取ったり，音楽のよさや美
しさを味わったりできるように配慮しました。〈第１号〉

○生徒一人一人がその能力を伸ばし，創造性を培うように配慮
しました。〈第２号〉

○和楽器の音色や響き，奏法や楽曲の特徴などを感じ取れるよ
うに配慮しました。〈第５号〉

○p.48 〜49（下）

○p.48 〜49（下）

○p.56 〜57（上）
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

学習資料 ○幅広い知識を身に付けられるように配慮しました。〈第１号〉

○音楽を生かせる職業を示し，勤労を重んずる態度を養う手立
てとしました。〈第２号〉

○知的財産権を理解し，公共の精神に基づいて主体的に社会の
形成に参画する手立てとしました。〈第３号〉

○東日本大震災復興に関連して，生命を尊び環境の保全を意識
する手立てとしました。〈第４号〉

○我が国の伝統音楽の特徴を感じ取れるものを重視しました。
〈第５号〉

○p.58 〜65及び
p.84 〜84-②（上），
p.54 〜65及び
p.84 〜84-②（下）

○p.52 〜53（下）

○p.50 〜51（下）

○p.52 〜53（下）

○p.52 〜53（上）

歌のアルバム ○音楽表現の豊かさや美しさを感じ取ったり，音楽のよさや美
しさを味わったりできるように配慮しました。〈第１号〉

○生徒一人一人がその能力を伸ばし，創造性を培うように配慮
しました。〈第２号〉

○歌い合わせる活動を通して，自他の敬愛と協力を重んずる点
を重視しました。〈第3号〉

○東日本大震災復興に関連して，生命を尊び環境の保全を意識
する手立てとしました。〈第４号〉

○写真や資料等を配し，我が国の自然や四季の美しさを大切に
する気持ちを育むように配慮しました。〈第４号〉

○我が国の自然や四季の美しさ，暮らしとの関わりを感じ取れ
る点を重視しました。〈第５号〉

○p.66 〜83（上下）

○p.66 〜83（上下）

○p.66 〜83（上下）

○p.68 〜70（下）

○p.80 〜81（上下）

○p.80 〜81（上下）

４．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色
本教科書は，教育基本法に示された義務教育の目的や，学校教育法に示された義務教育の目標などを達成

するために，特に以下の点に意を用いて編修しています。

☆特色１　見やすく，わかりやすい紙面
判型はAB変型判を採用し，楽譜や写真，その他の必要な情報を見やすく掲載しています。

☆ 特色２　小学校音楽との関連
〔共通事項〕の扱いは，小学校からの学習の積み重ねと系統性を考慮しました。また楽典は，小学校で学
習した内容を併せて掲載しました。

☆ 特色３　学びのユニバーサルデザインの実現と環境への配慮
カラーユニバーサルデザインや特別支援教育への対応…色覚等の特性をふまえた，判読しやすい配色やレイ

アウト，表現方法，文字などの工夫により，全ての生徒にとって学びやすい紙面づくりに配慮しています。カラー
ユニバーサルデザイン（CUD）は第三者機関による審査及び認証を受けています。
環境への配慮…教科書の印刷にはグリーン電力を使用し，地球環境への影響を少なくするように配慮して
います。また，再生紙と植物油インキを使用しています。

４．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色
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編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

26-7 中学校 音楽科 音楽（一般） 第２・３学年

発行者の
番号・略称

教科書の
記号・番号 教　科　書　名

17
教出

音楽 825
826 中学音楽　音楽のおくりもの

１．編修上特に意を用いた点や特色

○基本的な構成と趣意

本教科書では，学習指導要領の目標及び内容を，具体的な活動を通して達成することを目指しました。〔共
通事項〕を窓口に音楽を捉えながら，表現及び鑑賞の幅広い音楽活動を展開することをねらいとし，基礎・
広がり・活用の「三つの柱」で構成しました。

１．編修上特に意を用いた点や特色

○基本的な構成と趣意

☆柱 -１（基礎となる学習）
　音楽の要素を捉えながら

音楽を形づくっている要
素や要素同士の働きや効果
を捉えながら，表現活動（歌
唱・器楽・創作）及び鑑賞
活動における基礎的な能力
を，楽しみながら身に付け
ます。

☆柱 ︲２（学習の広がり）
さまざまな音楽文化
　ー日本と世界ー

多様な音楽に触れながら，音楽表現の
豊かさや美しさを感じ取ることができま
す。

☆柱 ︲３（知識・技能の活用）
歌い合わせ聴き深める喜び

柱-１及び柱-２で習得した基礎的・基
本的な知識・技能を活用しながら，自分
なりの思いや意図を生かした表現の工夫
を見いだします。



2

☆ 学習のポイント
柱 ︲１，２，３では，学習のね
らいに即した学習のポイントを各
教材二つずつ示しました。これら
のポイントは，生徒が主体的な活
動を展開していく上で「めあて」
となったり，「評価の指針」となっ
たりするように配慮しました。

☆ 音のスケッチ
生徒が主体的に取り組みながら旋律をつくったり，構成を

考えながら音楽をつくったりする創作のコーナーです。

☆ Let’s Try !
様々な音楽を楽しみながら，声や楽器の基礎的な表現の技

能を養うコーナーです。能の音楽なども体験します。

☆ どんな特徴があるかな？
〔共通事項〕（１）-アの，音楽を形づくっている要素や要
素同士の働きに注目し，生徒それぞれが気づいたことや感じ
取ったことを互いに話し合うコーナー。「さくら変奏曲」「青
少年のための管弦楽入門」のそれぞれの変奏を聴き，聴き取っ
たことや感じ取ったことを記録しながら，音楽への自分なり
の価値や意味などを考え伝え合う「伝えてみよう！」を設定
しています。（2・3上�p.56，2・3下�p.48）

☆ 発展 音の三要素 PART-1，PART-2
音の三要素を物理

的にわかりやすく説
明します。（2・3上
下とも�p.64）

扌 p.4（2・3上）「生命が羽ばたくとき」

p.40（2・3上）「日本と世界をつなぐ音」➡

p.50（2・3 上）

扌 p.23（2・3 上）
　小口の部分

扌
p.84-②（2・3上）

　「楽典」

p.34（2・3 下）

p.56（2・3上）

☆ 学習資料
〔共通事項〕（１）-イの用語や記
号については，当該ページや当該
ページの小口に掲載しました。ま
た2・3上下ともp.84の「楽典」には，
どのページで扱っているかをマー
ク及びページ番号で示しました。　
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☆ 歌のアルバム
生徒や学校の状況に応じて随時，選択的に取り扱うことのできる歌唱教

材を配しました。また，表現活動のねらいに即したポイントを��「工夫して
みよう」��として示しました。

○その他の特色

☆ 授業に役立つ資料の充実
AB変型判を採用し，楽譜や写真，その他の必要な情報を見やすくする

と同時に，授業に役立つ資料などを充実させました。

歌唱共通教材…日本の四季や自然の美しさを感じ取れる写真と，具
体的な資料として参照できる写真を掲載しました。また，作者が語っ
た作品への思いも適宜扱っています。
「交響曲第５番 ハ短調」，雅楽「越天楽」（2・3上 p.30，p.33-①）
／くらしとともにあるさまざまな音楽，能「羽衣」キリ から（2・
3下 p.32，p.33-①）／日本の楽
器，さまざまな舞台芸術（2・3上
下とも巻末折込ページ）では，豊
富な楽譜や写真資料，図版を用い
て解説しています。

音楽史年表…作曲者と歴史（音楽史）の背景が簡潔にわかる「音楽史年表」を，鑑賞ページの右側小口
に設置しました。

☆ 学びのユニバーサルデザインの実現と環境への配慮

○その他の特色

➡〈写真資料〉
例；巻末口絵（2・3上） 「日本の楽器」

〈A Message for You〉扌
例；p.12（2・3上）「浜辺の歌」

ユニバーサルデザインや特別支援教育への対応
色覚等の特性をふまえた，判読しやすい配色やレイアウ
ト，表現方法，文字などの工夫により，全ての生徒にとっ
て学びやすい紙面づくりに配慮しています。カラーユニ
バーサルデザインは第三者機関による審査及び認証を受
けています。

環境への配慮
教科書の印刷にはグリーン電力を使用
し，地球環境への影響を少なくするよ
うに配慮しています。また，再生紙と
植物油インキを使用しています。

p.71（2・3 上）「HEIWA の鐘」
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2．対照表（◎…主に取り扱う指導事項，○…取扱いが可能な指導事項）2．対照表（◎…主に取り扱う指導事項，○…取扱いが可能な指導事項）

【第２・３学年 上】 Ａ表現 Ｂ鑑賞 共通
事項

(1)歌唱 (2)器楽 (3)創作 (4)教材 (1)鑑賞 (2)
教材 （1）

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ア イ ア イ ウ ア イ（ア） （イ）

教材 該当箇所

歌
詞
の
内
容
や
曲
想
を
味
わ
い
、曲
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
工
夫
し
て
歌
う
こ
と
。

曲
種
に
応
じ
た
発
声
や
言
葉
の
特
性
を
理
解
し
て
、
そ
れ
ら
を
生
か
し
て
歌
う

こ
と
。

声
部
の
役
割
と
全
体
の
響
き
と
の
か
か
わ
り
を
理
解
し
て
、
表
現
を
工
夫
し
な

が
ら
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と
。

曲
想
を
味
わ
い
、
曲
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
工
夫
し
て
演
奏
す
る
こ
と
。

楽
器
の
特
徴
を
理
解
し
、
基
礎
的
な
奏
法
を
生
か
し
て
演
奏
す
る
こ
と
。

声
部
の
役
割
と
全
体
の
響
き
と
の
か
か
わ
り
を
理
解
し
て
、
表
現
を
工
夫
し
な

が
ら
合
わ
せ
て
演
奏
す
る
こ
と
。

言
葉
や
音
階
な
ど
の
特
徴
を
生
か
し
、
表
現
を
工
夫
し
て
旋
律
を
つ
く
る
こ
と
。

表
現
し
た
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、
音
素
材
の
特
徴
を
生
か
し
、
反
復
、
変
化
、
対

照
な
ど
の
構
成
や
全
体
の
ま
と
ま
り
を
工
夫
し
な
が
ら
音
楽
を
つ
く
る
こ
と
。

我
が
国
及
び
諸
外
国
の
様
々
な
音
楽
の
う
ち
、
指
導
の
ね
ら
い
に
適
切
で
、
生

徒
の
意
欲
を
高
め
親
し
み
の
も
て
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

我
が
国
で
長
く
歌
わ
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
歌
曲
の
う
ち
、
我
が
国
の
自
然
や
四

季
の
美
し
さ
を
感
じ
取
れ
る
も
の
又
は
我
が
国
の
文
化
や
日
本
語
の
も
つ
美
し

さ
を
味
わ
え
る
も
の

民
謡
、
長
唄
な
ど
の
我
が
国
の
伝
統
的
な
歌
唱
の
う
ち
、
地
域
や
学
校
、
生
徒

の
実
態
を
考
慮
し
て
、
伝
統
的
な
声
の
特
徴
を
感
じ
取
れ
る
も
の

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
や
構
造
と
曲
想
と
の
か
か
わ
り
を
理
解
し
て
聴

き
、
根
拠
を
も
っ
て
批
評
す
る
な
ど
し
て
、
音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
味
わ
う

こ
と
。

音
楽
の
特
徴
を
そ
の
背
景
と
な
る
文
化
・
歴
史
や
他
の
芸
術
と
関
連
付
け
て
理

解
し
て
、
鑑
賞
す
る
こ
と
。

我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
音
楽
及
び
諸
外
国
の
様
々
な
音
楽
の
特
徴
か
ら
音
楽
の

多
様
性
を
理
解
し
て
、
鑑
賞
す
る
こ
と
。

鑑
賞
教
材
は
、我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
音
楽
を
含
む
我
が
国
及
び
諸
外
国
の
様
々

な
音
楽
の
う
ち
、
指
導
の
ね
ら
い
に
適
切
な
も
の
を
取
り
扱
う
。

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
や
要
素
同
士

用
語
や
記
号

生命が羽ばたくとき p.4 〜 5 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
語りあおう p.6 〜 7 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
You Can Fly ! p.8 〜 9 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
そよぐ風の中で p.10 〜 11 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
浜辺の歌 p.12 〜 15 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
花の街 p.16 〜 17 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
早春賦 p.18 〜 19 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
指揮をしてみよう p.20 〜 21 ○ ◎ ○
夢は大空を駈ける p.22 〜 23 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
この星のどこかで p.24 〜 25 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
小フーガ ト短調 p.26 〜 29 ◎ ○ ○ ◎ ○
交響曲第５番 ハ短調 p.30 〜 32-② ◎ ○ ○ ◎ ○
雅楽「越天楽」 p.33-①〜 33 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○
歌舞伎「勧進帳」 p.34 〜 37 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

「越天楽」を体験しよう p.38 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
歌舞伎を体験しよう p.39 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
日本と世界をつなぐ音 p.40 〜 41 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
交響組曲「シェエラザード」
から第２楽章 p.42 〜 43 ○ ◎ ○ ◎ ○

組曲「展覧会の絵」から p.44 〜 47 ○ ◎ ○ ◎ ○
動機を生かした旋律をつくろう p.48 〜 49 ◎ ○ ◎ ○
構成を工夫して箏で表現してみよう p.50 〜 51 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○
郷土の民謡や芸能を調べてみよう p.54 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
民謡を楽しもう p.55 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
大切なもの p.66 〜 67 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
With You Smile p.68 〜 70 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
HEIWAの鐘 p.71 〜 73 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
かえるがそらを p.74 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
雪の降る街を p.75 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
小さな雲（オブラーチェ） p.76 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
時計台の鐘 p.77 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
アメージング・グレイス p.78 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○
ほたるの光 p.79 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
故郷（混声三部合唱） p.80 〜 81 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
君が代 p.82 〜 83 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○
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【第２・３学年 下】 Ａ表現 Ｂ鑑賞 共通
事項

(1)歌唱 (2)器楽 (3)創作 (4)教材 (1)鑑賞 (2)
教材 （1）

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ア イ ア イ ウ ア イ（ア） （イ）

教材 該当箇所

歌
詞
の
内
容
や
曲
想
を
味
わ
い
、曲
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
工
夫
し
て
歌
う
こ
と
。

曲
種
に
応
じ
た
発
声
や
言
葉
の
特
性
を
理
解
し
て
、
そ
れ
ら
を
生
か
し
て
歌
う

こ
と
。

声
部
の
役
割
と
全
体
の
響
き
と
の
か
か
わ
り
を
理
解
し
て
、
表
現
を
工
夫
し
な

が
ら
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と
。

曲
想
を
味
わ
い
、
曲
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
工
夫
し
て
演
奏
す
る
こ
と
。

楽
器
の
特
徴
を
理
解
し
、
基
礎
的
な
奏
法
を
生
か
し
て
演
奏
す
る
こ
と
。

声
部
の
役
割
と
全
体
の
響
き
と
の
か
か
わ
り
を
理
解
し
て
、
表
現
を
工
夫
し
な

が
ら
合
わ
せ
て
演
奏
す
る
こ
と
。

言
葉
や
音
階
な
ど
の
特
徴
を
生
か
し
、
表
現
を
工
夫
し
て
旋
律
を
つ
く
る
こ
と
。

表
現
し
た
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、
音
素
材
の
特
徴
を
生
か
し
、
反
復
、
変
化
、
対

照
な
ど
の
構
成
や
全
体
の
ま
と
ま
り
を
工
夫
し
な
が
ら
音
楽
を
つ
く
る
こ
と
。

我
が
国
及
び
諸
外
国
の
様
々
な
音
楽
の
う
ち
、
指
導
の
ね
ら
い
に
適
切
で
、
生

徒
の
意
欲
を
高
め
親
し
み
の
も
て
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

我
が
国
で
長
く
歌
わ
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
歌
曲
の
う
ち
、
我
が
国
の
自
然
や
四

季
の
美
し
さ
を
感
じ
取
れ
る
も
の
又
は
我
が
国
の
文
化
や
日
本
語
の
も
つ
美
し

さ
を
味
わ
え
る
も
の

民
謡
、
長
唄
な
ど
の
我
が
国
の
伝
統
的
な
歌
唱
の
う
ち
、
地
域
や
学
校
、
生
徒

の
実
態
を
考
慮
し
て
、
伝
統
的
な
声
の
特
徴
を
感
じ
取
れ
る
も
の

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
や
構
造
と
曲
想
と
の
か
か
わ
り
を
理
解
し
て
聴

き
、
根
拠
を
も
っ
て
批
評
す
る
な
ど
し
て
、
音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
味
わ
う

こ
と
。

音
楽
の
特
徴
を
そ
の
背
景
と
な
る
文
化
・
歴
史
や
他
の
芸
術
と
関
連
付
け
て
理

解
し
て
、
鑑
賞
す
る
こ
と
。

我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
音
楽
及
び
諸
外
国
の
様
々
な
音
楽
の
特
徴
か
ら
音
楽
の

多
様
性
を
理
解
し
て
、
鑑
賞
す
る
こ
と
。

鑑
賞
教
材
は
、我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
音
楽
を
含
む
我
が
国
及
び
諸
外
国
の
様
々

な
音
楽
の
う
ち
、
指
導
の
ね
ら
い
に
適
切
な
も
の
を
取
り
扱
う
。

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
や
要
素
同
士

用
語
や
記
号

花 p.4 〜 9 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

帰れソレントへ p.10 〜 11 ◎ ○ ○ ◎ ○

Top of the world p.12 〜 13 ○ ◎ ○ ◎ ○

荒城の月 p.14 〜 15 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

指揮をしてみよう p.16 ○ ◎ ○

子守歌（ねんねこ ころろこ） p.18 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

谷茶前 p.19 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

時を越えて p.20 〜 21 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

旅立ちの日に p.22 〜 23 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

ボレロ p.24 〜 27 ◎ ○ ○ ◎ ○

「アイーダ」から 第２幕 第２場 p.28 〜 31 ○ ◎ ○ ◎ ○

くらしとともにあるさまざまな音楽 p.32 〜 32-② ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

能「羽衣」キリ から p.33-①〜 33 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

能の音楽を体験しよう p.34 〜 35 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

文楽「義経千本桜」から p.36 〜 37 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

アランフェス協奏曲 p.38 〜 39 ◎ ○ ○ ◎ ○

CMソングをつくろう p.40 〜 41 ◎ ○ ◎ ○

楽曲全体の構成を調べてみよう p.42 〜 43 ◎ ○ ◎ ○

声部の役割を生かして p.44 〜 45 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

音楽を自由に構成しよう p.46 〜 47 ○ ○ ◎ ◎ ○

たしかな一歩 p.66 〜 67 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

SMILE AGAIN p.68 〜 70 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

カントリー・ロード p.71 ○ ◎ ○ ◎ ○

地球の息吹につつまれて p.72 〜 73 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

椰子の実 p.74 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○

荒城の月（山田耕筰補作編曲） p.75 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

大地讃頌（カンタータ「土の歌」から） p.76 〜 77 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

火の山の子守歌 p.78 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

仰げば尊し p.79 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

故郷（混声四部合唱） p.80 〜 81 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

君が代 p.82 〜 83 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○
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編 修 趣 意 書
（発展的な学習内容の記述）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

26-7 中学校 音楽科 音楽（一般） 第２・３学年

発行者の�
番号・略称

教科書の�
記号・番号 教　科　書　名

17
教出

音楽 825
826 中学音楽　音楽のおくりもの

ページ 記　　述 類型 関連する学習指導要領の内容や 
内容の取扱いに示す事項

上 64

下 64

音の三要素　PART-１
 

音の三要素　PART-２

２

２

○内容の取扱い ２-（7）-イ　
各学年の「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導

（上記の項目では自然音や環境音について記
されているが，本コーナーでは，音を聞き分
ける際に重要な要素のうち，「音量」の物理
的な性質について，その原理を解説した。）

○内容の取扱い ２-（7）-イ　
各学年の「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導

（上記の項目では自然音や環境音について記
されているが，本コーナーでは，音を聞き分
ける際に重要な要素のうち，「音高」「音色」
の物理的な性質について，その原理を解説し
た。）

　（発展的な学習内容の記述に係る総ページ数　２）
（「類型」欄の分類について）
１…�学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても，当該学
年等の学習内容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容

２…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容
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